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如
水
公
命
日
の
３
月
20
日
、
博
多
・
崇
福
寺
で

４
１
６
回
御
忌
法
要
が
、
16
代
当
主
長
髙
様
を
迎
え

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
76
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

山
崎
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
歴
代
藩
主
の

法
要
を
続
け
て
、市
民
に
も
福
岡
の
礎
を
築
い
た
黒
田
家

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
姫
路
よ
り
廣
峯
神
社
の
幸
田
宮
司
、
曲
渕
禰

宜
様
を
は
じ
め
巫
女
の
お
二
人
、
播
磨
の
黒
田
武
士
顕

彰
会
会
長
の
参
列
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
殿
で
の
法
要
の
後
、
墓
所
に
向
か
い
、
如
水
公
墓

前
で
の
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
法
要
に
先
立
っ
て
、
墓
所
は
３
月
17
日
に
会
員

お
よ
び
市
文
化
財
部
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会
、
柳

生
新
影
流
の
会
員
ら
40
名
の
協
力
を
得
て
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
長
髙

様
歓
迎
の
懇
親
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
な
が
ら
長
髙
様
と
会
員
の
懇
談
、
会
員
同
士
の
交
流

と
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
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今
年
度
は
従
来
開
催
し

て
き
た
鳥
飼
八
幡
宮
参
集

殿
か
ら
場
所
を
警
固
神
社

神
徳
殿
に
移
し
て
５
月
25

日
11
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
は
昨
年
よ
り

も
多
い
６
名
の
協
賛
会
員

を
含
め
総
数
67
名
の
出
席

を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
㟢
会
長
が
冒
頭
の
挨

拶
で
、「
例
年
通
り
の
藩
主
の
法
要
、
歴
史
勉
強
会
へ

の
期
待
、
今
秋
建
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
姫
路
・
官
兵

衛
神
社
へ
の
訪
問
な
ど
の
ほ
か
、
会
員
の
す
そ
野
を
広

げ
、
充
実
し
た
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
藤
香
会
を
法

人
化
し
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
の
後
、
毛
屋
副
会
長

は
令
和
元
年
度
基
本
方
針
説
明
の
中
で
、
法
人
化
の
推

進
と
中
長
期
計
画
と
し
て
３
年
後
の
長
政
公
４
０
０
回

遠
忌
の
執
行
、
昨
年

に
引
き
続
き
基
金
の

積
み
増
し
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

法
人
化
に
つ
い
て

毛
屋
副
会
長
か
ら
詳

細
な
説
明
が
あ
り
異

議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
反
映

し
た
事
業
計
画
案
、

予
算
案
も
議
案
書
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員

の
選
出
で

は
、
鈴
木

譲
二
顧
問

お
よ
び
平

田
善
積
理

事
の
退
任

と
新
理
事

に
松
尾
等

氏
が
選
出

さ
れ
て
、
12
時
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
役
員
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
主
な
決
定
事
項

　

⑴　

新
役
員

　
　

名
誉
顧
問　
　

黒
田
長
髙

　
　

会　
　

長　
　

山
㟢　

拓

　
　

顧　
　

問　
　

空
席

　
　

副
会
長　
　

毛
屋
嘉
明

　
　

事
務
局
長　
　

田
島
満
行

　
　

事
務
局
総
務　

西
田
経
敏　

栗
山
順
子

　
　
　
　
　

研
修　

田
中
崇
和　

大
島
泰
治

　
　
　
　
　

広
報　

天
本
孝
久　

郡　

基
博

　
　
　
　
　

会
計　

浜
田
泰
祐　

秦　

紀
子

　
　

理　
　

事　
　

原　

俊
樹　

篠
原
カ
ズ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

純
子　

高
倉
照
矢　

　
　
　
　
　
　
　
　

徳
永
良
子　

三
野
原
信
二

令
和
元
年
年
度
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

岳　

康
宏　

松
尾　

等（
事
務
局
）

　
　

監　
　

事　
　

馬
頭
徹
夫　

田
中
雅
美

　

⑵　

年
間
行
事

主
な
行
事
と
し
て
は
、
歴
代
藩
主
の
法
要
と
寺

社
参
詣
の
ほ
か
、
９
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
の
歴
史
勉
強
会
で
は
九
州
大
学
基
幹
教
育

院
教
授
の
福
田
千
鶴
先
生
を
お
招
き
し
て
「
黒
田

騒
動
の
展
開
・
・
・
大
膳
忠
臣
説
を
読
み
解
く
」

と
題
し
て
の
講
演
を
、
ま
た
史
跡
め
ぐ
り
で
は
11

月
29
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
姫
路
・
廣
峯
神
社
内

に
建
立
さ
れ
る
官
兵
衛
神
社
の
落
慶
式
典
へ
の
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２
．
卓　

話

　

総
会
終
了
後
は
読

売
新
聞
西
部
本
社
社

長
（
本
会
会
員
）
に
よ

る
「
福
岡
城
跡
の
に
ぎ

わ
い
創
出
」
と
題
し
て

の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
福
岡
城
近
く
に
本

社
を
も
つ
読
売
新
聞

は
、「
博
多
ど
ん
た
く
」

や
福
岡
城
市
民
の
会

に
協
力
し
て
き
た
が
、

市
の
中
心
部
の
緑
多

い
、
生
態
系
の
多
様
な

こ
の
場
所
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
創
設
し
て
に
ぎ
わ

い
を
作
っ
て
ゆ
く
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
今

で
は
２
０
０
万
人
が
参
加
す
る
札
幌
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
た

い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

如
水
公
４
１
６
回
御
忌
法
要

如水公法要の風景
（崇福寺）

審議する出席会員

警固神社・神徳殿

山﨑　拓 会長

演　

題 「
福
岡
城
跡
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」

読
売
新
聞
西
部
本
社
社
長

　
　
　
　
　

中
井
一
平 

氏
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博
多
部
は
福
岡
よ
り
歴
史
的
に
古
く
、

そ
の
た
め
伝
統
的
な
行
事
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
博
多
祇
園
山

笠
」
は
特
に
有
名
で
す
。
今
で
も
そ
う
で

す
が
、
昔
も
多
く
の
福
岡
部
の
人
び
と
が

繰
り
出
し
て
見
に
行
き
ま
し
た
。
福
岡
藩

主
や
世
子
を
は
じ
め
家
臣
の
人
び
と
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
世
博
多
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
動
向

を
如
実
に
表
し
た
「
博
多
津
要
録　

六
十
四
」
に
は

延
享
５
年
６
月
15
日
に
平
八
（
６
代
藩
主
継
高
公
の

四
子
長
經
様
、
当
時
満
６
歳
）
様
が
山
笠
を
見
ら
れ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
平
八
様
、
山
舁
き
仕
舞
候
て
、
町
々
へ
お
入
込

遊
ば
さ
れ
、
ご
上
覧
ご
座
候　

お
出
は
、
最
初
の
對

馬
小
路
町
中
で
山
笠
を
舁
せ
、
ご
上
覧
遊
ば
さ
れ
候

広報を担当された平田善積理事が今年の総会で退任されました。「藤香会だよ
り」を作るにあたって多くのことをアドバイスいただきました。なかでも言葉
遣いは細心にチェックしていただきました。感謝申し上げます。

編集
後記

ホームページアドレス
　　　　　http://toukoukai-kuroda.com/
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検　索藤香会

国
を
支
配
す
る
。
伊
丹
氏
の
一
族
郎
党
、
郡
氏
は
村
重

に
属
し
て
そ
の
幕
下
に
あ
っ
た
。
村
重
は
毛
利
氏
と
結

ん
で
信
長
に
叛
い
た
。
官
兵
衛
が
村
重
説
得
の
た
め
有

岡
城
に
入
っ
た
と
こ
ろ
捕
ら
え
ら
れ
て
城
中
に
禁
獄
さ

れ
た
。
伊
丹
一
族
の
加
藤
重
徳
と
そ
の
妻
は
る
は
何
か

と
懇
に
世
話
を
し
た
。
は
る
は
郡
宗
保
の
妹
で
あ
る
。

後
に
官
兵
衛
は
加
藤
重
徳
の
次
男
を
養
子
と
し
て
迎

え
、
三
奈
木
黒
田
一
万
六
千
石
を
与
え
て
い
る
。

宗
保
は
有
岡
城
に
籠
城
し
て
い
た
の
で
官
兵
衛
と
加

藤
重
徳
を
通
じ
て
接
触
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、
同
じ
織
田
方
と
し
て
旧
知
の
仲

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
後
に
官
兵
衛
の
斡
旋
に

よ
り
秀
吉
に
仕
え
た
。

ま
た
、
次
男
郡
次
左
衛
門
は
千
五
百
石
、
３
男
郡
正

太
夫
は
六
千
五
百
石
で
黒
田
長
政
に
仕
え
て
い
る
。

宗
保
は
秀
吉
よ
り
二
千
石
を
賜
っ
て
山
崎
の
合
戦
、

越
前
北
ノ
庄
攻
城
に
従
軍
し
軍
功
を
立
て
た
。
そ
の
後
、

秀
吉
に
黄
母
衣
衆
に
列
せ
ら
れ
た
。
小
田
原
陣
に
お
け

る
軍
功
で
千
三
十
石
を
加
増
さ
れ
三
千
石
余
と
な
る
。

名
護
屋
城
で
は
、
兵
船
の
奉
行
と
な
る
。
慶
長
２
年
に

は
従
五
位
下
に
叙
任
。
豊
臣
姓
を
賜
与
さ
れ
る
。
七
組

の
黄
母
衣
衆
の
番
頭
に
列
せ
ら
れ
る
。

宗
保
は
黒
田
長
政
・
有
馬
豊
氏
・
寺
沢
広
高
と
平
生

懇
意
に
し
て
い
た
。
慶
長
５
年
７
月
、
石
田
三
成
に
よ

り
、
会
津
へ
出
陣
し
た
諸
侯
の
妻
女
が
人
質
と
し
て
大

阪
城
中
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
黒
田
長

政
の
家
臣
栗
山
利
安
に
内
密
に
こ
れ
を
知
ら
せ
、
黒
田

官
兵
衛
親
子
の
妻
女
を
豊
前
中
津
に
退
避
さ
せ
た
。

大
坂
の
陣
が
始
ま
る
と
、
長
政
は
加
藤
嘉
明
の
「
大

阪
城
で
内
通
す
る
者
は
い
な
い
か
」
問
わ
れ
た
が
、
宗

保
に
は
申
し
送
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
の
者
は
全
く

城
を
出
る
つ
も
り
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
大
坂
籠
城

中
惣
軍
奉
行
、
旗
奉
行
を
務
め
た
。
大
坂
冬
の
陣
で
は

真
田
丸
の
近
く
に
布
陣
し
、
徳
川
家
康
と
の
会
見
に
も

赴
い
た
。
大
坂
夏
の
陣
で
は
、
黄
母
衣
衆
七
組
を
率

い
、
天
王
寺
方
面
に
出
役
し
た
が
、
大
坂
方
の
総
敗
軍

と
な
っ
た
た
め
、
秀
頼
の
馬
印
を
城
中
に
持
ち
帰
っ
た
。

千
畳
敷
の
大
床
に
黄
母
衣
を
納
め
、
黒
田
長
政
よ
り
贈

ら
れ
た
脇
差
で
、
豊
臣
方
最
初
の
切
腹
を
し
て
い
る
。

従
者
に
こ
の
脇
差
を
長
政
に
持
参
す
る
よ
う
命
じ
た
。

徳
川
家
康
は
宗
保
が
節
義
を
ま
も
り
、

諸
人
に
先
立
ち
切
腹
し
た
こ
と
を
聞
き

「
昔
、
鎌
倉
の
安
藤
入
道
、
今
は
郡
宗
保
。

同
じ
忠
節
の
家
臣
で
あ
る
。」
と
称
賛
し

た
。
黒
田
長
政
は
家
康
に
宗
保
の
配
慮
に

よ
り
妻
女
が
救
わ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
，

宗
保
の
４
男
利
宗
、
６
男
左
内
（
早
世
）

の
助
命
が
許
さ
れ
た
。
長
政
に
従
い
、
堺

よ
り
筑
前
へ
下
向
し
た
。

元
和
４
年
、
利
宗
は
十
八
歳
で
元
服
し

知
行
千
石
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
島
原
の
乱

で
の
軍
功
で
三
百
石
、
後
に
二
百
石
加
増

さ
れ
た
。
長
崎
奉
行
の
番
頭
、
鉄
砲
の
大

頭
で
千
挺
の
先
手
を
務
め
た
。
後
に
金
右

衛
門
と
改
め
た
。

伊
丹
一
族
の
郡
家
、
加
藤
家
、
三
奈
木

黒
田
家
、
伊
丹
家
は
明
治
ま
で
黒
田
家
に

仕
え
た
。

 

黒
田
官
兵
衛
親
子
と
郡
家
の
つ
な
が
り

天
文
14
年
、
郡
宗
保
は
伊
丹
城
主
伊
丹
安
芸
守
伊
丹

親
保
の
３
男
と
し
て
誕
生
。
初
め
伊
丹
甚
十
郎
を
称
し

た
。
郡
兵
太
夫
の
養
子
と
な
り
、
郡
山
城
主
と
な
る
。

天
正
15
年
、
播
磨
国
飾
東
郡
姫
路
に
て
黒
田
官
兵
衛
誕

生
。
小
寺
政
職
に
仕
え
姫
路
城
の
城
主
と
な
る
。
二
人

は
織
田
信
長
に
属
し
て
い
る
。
官
兵
衛
は
豊
臣
秀
吉
に
、

宗
保
は
荒
木
村
重
に
属
す
。

伊
丹
親
保
は
、
足
利
義
昭
が
将
軍
と
な
り
織
田
方
と

し
て
三
好
勢
と
戦
い
、
続
い
て
義
昭
が
信
長
追
討
の
兵

を
あ
げ
た
と
き
義
昭
に
み
か
た
し
忠
誠
を
貫
い
た
。
こ

れ
に
よ
り
荒
木
村
重
は
伊
丹
城
を
攻
め
て
降
参
さ
せ
、

城
を
受
け
取
り
城
主
と
な
り
、
有
岡
城
と
改
め
て
摂
津

本会理事（広報担当）
郡　基博

　

残
ら
ず
お
回
わ
り
遊
ば
さ
れ
、
そ
れ

よ
り
櫛
田
社
へ
お
出
で
遊
ば
さ
れ
、
脇

能
一
番
ご
上
覧
遊
ば
さ
れ
候
」
と
書
か

れ
、
そ
の
時
の
設し
つ
らえ
は
藩
の
普
請
方
よ

り
出
し
、
床
８
面
、
畳
８
枚
な
ど
は
博

多
津
で
負
担
し
、
そ
の
損
料
銀
（
そ
れ

に
か
か
っ
た
費
用
）
は
定
切
銭
（
各
町

よ
り
徴
収
し
た
税
金
）
よ
り
支
出
し
た

た
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
安
政
２
年
黒
田
播
磨
日
記
の
６

月
６
日
の
条
に
は
さ
む
ら
い
が
馬
で
乗

り
入
れ
る
た
め
、
山
舁
き
の
者
が
難
渋

し
て
い
る
の
で
、
ど
う
に
か
し
て
ほ
し

い
と
年
行
司
よ
り
藩
の
町
奉
行
に
申
し

出
、
さ
ら
に
大
目
付
へ
伝
え
た
こ
と
な

ど
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ちょっと
うんちく

　

福
岡
藩
第
２
代
忠
之
公
の
３
６
６
回
忌
ご
法
要
が
菩

提
寺
で
あ
る
東
長
寺
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
髙
様

は
じ
め
会
員
、
賛
助
会
員
58
名
が
参
列
し
ま
し
た
。　

藤
田
紫
雲
老
師
の
読
経
の
な
か
、
忠
之
公
の
菩
提
に
順

次
焼
香
い
た
し
ま
し
た
。

　

法
要
の
後
、
同
じ
本
堂
で
藤
田
紫
雲
老
師
は
挨
拶
と

と
も
に
福
岡
藩
の
寺
社
奉
行
と
交
渉
を
東
長
寺
が
神

社
・
仏
閣
の
代
表
と
し
て
行
っ
て
い
た
旨
を
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
階
に
会
場
を
移
し
て
、
天
本
理
事
が
立
花

平
左
衛
門
日
記
（
嘉
永
４
年
）
お
よ
び
「
齋
清
公
御
入

寺
行
列
附
」
に
よ
る
「
10
代
藩
主
齋
清
公
の
ご
逝
去
」

と
い
う
演
題
で
は
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
と
の
会
食
の
場
で
は
、
大
音
六
左
衛
門
青
山
の

末
裔
で
あ
る
野
村
宗
健
さ
ん
、
相
島
神
宮
寺
住
職
中
澤

慶
輝
さ
ん
ほ
か
の
新
入
会
員
が
紹
介
さ
れ
、
長
髙
様
を

囲
ん
で
の
懇
親
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
髙
様
は
帰
路
、
中
央
区
平
尾
に
あ
る
６
代
藩
主
継

高
公
が
創
建
さ
れ
た
宇
賀
神
社
（
別
名
、
黒
田
稲
荷
）

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
２
月
13
日
付
西
日

本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

忠
之
公
の
３
６
６
回
御
忌
法
要

忠之公法要で焼香する会員


